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１
．
は
じ
め
に

景
気
回
復
や
団
塊
世
代
の
退
職
に
よ
り
、

若
年
の
雇
用
情
勢
は
上
向
き
つ
つ
あ
る
。
確

か
に
若
年
失
業
率
も
わ
ず
か
な
が
ら
低
下
し
、

新
規
学
卒
者
に
対
す
る
求
人
は
バ
ブ
ル
期
並

み
の
水
準
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
若
者
の

就
業
状
況
の
実
相
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は

改
善
が
著
し
い
と
さ
れ

る
大
都
市
に
お
け
る
若

者
の
就
業
状
況
を
概
観

し
た
い
。　

以
下
で
は
、
二
〇
〇

一
年
お
よ
び
二
〇
〇
六

年
二
月
に
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
が
実
施

し
た
「
若
者
の
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
調
査
」
を
用

い
て
、
大
都
市
の
若
者

の
就
業
状
況
を
把
握
す

る
。
調
査
対
象
者
は
東

京
都
（
島
嶼
除
く
）
の

一
八―

二
九
歳
の
若
者

計
二
〇
〇
〇
人
で
あ
る

（
調
査
の
概
要
は
注
参

照
）（
１
）。
な
お
調
査
方

法
が
や
や
異
な
っ
て
い

る
が
、
東
京
以
外
の
大

都
市
の
例
と
し
て
、
大

阪
市
市
民
局
が
二
〇
〇

六
年
に
実
施
し
た
調
査

に
も
一
部
言
及
す
る

（
以
下
、「
大
阪
調
査
」）（
２
）。

２
． 

若
者
の
キ
ャ
リ
ア
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
る
の
か

は
じ
め
に
、
現
在
の
就
業
状
況
を
把
握
し

よ
う
。
図
表
１
か
ら
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら

二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
若
者
の
就
業
状
況
が

大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
現

在
大
都
市
で
働
い
て
い
る
若
者
の
三
分
の
一

は
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
で
働
い
て
お
り
、

正
社
員
比
率
は
わ
ず
か
半
分
に
過
ぎ
な
い
。

な
お
「
大
阪
調
査
」
で
も
年
齢
や
カ
テ
ゴ
リ

ー
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
就
業
者
の
う

ち
一
五―

三
四
歳
層
で
の
正
社
員
率
は
五

三
・
四
％
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
は
二
八
・

〇
％
を
占
め
る
。
正
社
員
と
し
て
働
い
て
い

る
の
は
半
数
程
度
に
す
ぎ
ず
、ア
ル
バ
イ
ト
・

パ
ー
ト
で
働
く
若
者
が
全
体
の
三
分
の
一
に

達
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

大
都
市
の
共
通
し
た
傾
向
と
し
て
見

出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
女
性
は
専
業
主
婦
へ
の
異
動

が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
男
性
に
限

っ
て
分
析
し
た
（
図
表
２
）。

高
卒
二
五―

二
九
歳
層
に
お
い
て

は
、｢

正
社
員
定
着｣

型
（
離
学
直

後
に
正
社
員
に
な
り
、
転
職
も
な
く
、

調
査
時
点
現
在
も
正
社
員
で
あ
る
）

の
比
率
は
あ
ま
り
変
化
が
な
い
が
、

「
正
社
員
転
職
型
」（
離
学
直
後
に
正

社
員
に
な
っ
た
が
、
別
の
正
社
員
へ

の
転
職
経
験
が
あ
り
、
調
査
時
点
現

在
も
正
社
員
で
あ
る
）
と
、「
他
形
態

か
ら
正
社
員
」
型
（
離
学
直
後
は｢

他
形
態｣

で
あ
っ
た
が
調
査
時
点
で

は
正
社
員
に
変
わ
っ
た
）
は
大
き
く

減
少
し
た
。
ま
た｢

非
典
型
一
貫｣

大
都
市
の
若
者
の
就
業
状
況―
 

東
京
都
の
事
例

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
研
究
員　

堀　

有
喜
衣

図表１　現在（調査時点の最近１週間）の就業状況

資料出所：労働政策研究・研修機構（2006）より作成
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（
離
学
直
後
が
非
典
型
雇
用
や
失
業･

無
業
、

あ
る
い
は
自
営･

家
業
従
事
で
あ
り
、
か
つ
、

調
査
時
点
現
在
も
非
典
型
雇
用
で
あ
る
者
）

は
大
き
く
増
加
し
た
。
大
卒
二
五―

二
九
歳

層
に
お
い
て
は
、「
正
社
員
定
着
」
が
大
き
く

減
少
し
、
高
卒
者
ほ
ど
で
は
な
い
が
、「
非
典

型
一
貫
」
が
増
加
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
確
か
に
「
正
社
員
定
着
」

型
の
キ
ャ
リ
ア
は
減
少
し
て
い
る
が
、
い
わ

ゆ
る
早
期
離
職
現
象
と
重
な
る
類
型
、
図
表

２
で
は
「
正
社
員
転
職
」「
正
社
員
か
ら
非
典

型
」「
正
社
員
一
時
他
形
態
」
に
あ
た
る
キ
ャ

リ
ア
の
者
、
が
増
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
若
者
全
体
の
中
に
お
い
て
は
正
社

員
か
ら
の
離
職
者
が
特
に
増
加
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

他
方
で
、「
非
典
型
一
貫
」
の
増
加
、「
他
形

態
か
ら
正
社
員
」
の
減
少
に
見
る
よ
う
に
、

非
典
型
か
ら
正
社
員
へ
至
る
道
は
細
く
な
っ

て
お
り
、
非
典
型
雇
用
の
中
で
の
滞
留
傾
向

が
続
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
「
大
阪
調
査
」
で
も
、男
性
の
四
九
・

三
％
が
「
正
社
員
定
着
」「
正
社
員
転
職
」「
正

社
員
一
時
他
形
態
」
に
含
ま
れ
、「
他
形
態
か

ら
正
社
員
」
が
一
一
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
、

東
京
都
の
若
者
に
近
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
。 続

い
て
、
年
齢
に
よ
る
変
化
を
確
認
す
る

た
め
、
離
学
時
点
と
現
在
（
調
査
時
点
）
の

就
業
状
況
を
整
理
し
た
い
。
高
卒
者
と
大
卒

者
の
正
社
員
比
率
に
着
目
し
、
離
学
直
後
と

現
在
に
つ
い
て
比
較
し
た
（
図
表
３
、
女
性

に
つ
い
て
は
省
略
）。
こ
こ
か
ら
は
、
離
学

直
後
か
ら
現
在
ま
で
正
社
員
比
率
は
ほ
と
ん

ど
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な

わ
ち
、
大
卒
で
は
離
学
直
後
か
ら
正
社
員
比

率
が
高
く
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
継
続
さ
れ
て

い
る
が
、
高
卒
で
は
離
学
直
後
の
就
業
形
態

が
正
社
員
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
状
態

が
調
査
時
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
年
齢
が
あ

が
る
と
と
も
に
正
社
員
へ
移
行
す
る
の
で
は

な
く
、
離
学
直
後
の
状
況
が
ず
っ
と
持
ち
越

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
に
内
閣
府
が
全
国
の
若
者
を

対
象
に
行
っ
た
調
査
に
基
づ
き
検
討
し
た
岩

木
（
二
〇
〇
六
）
に
お
い
て
も
、『
労
働
経
済

白
書
』（
二
〇
〇
六
）
の
分
析
に
お
い
て
も
、

非
典
型
雇
用
か
ら
正
規
労
働
者
へ
の
ル
ー
ト

が
狭
ま
り
つ
つ
あ
る
傾
向
は
通
底
し
て
い
る
。

学
校
を
離
れ
社
会
に
で
た
際
に
正
社
員
－
非

典
型
雇
用
の
キ
ャ
リ
ア
は
分
化
し
て
お
り
、

自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
傾

向
が
近
年
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。

３
． 

誰
が
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
り
、

誰
が
フ
リ
ー
タ
ー
か
ら
抜
け

出
す
の
か

次
に
フ
リ
ー
タ
ー
に
焦
点
づ
け
て
見
て
い

く
こ
と
に
す
る
が
、
ま
ず
誰
が
フ
リ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
就
業
経
験
（
在
学

中
除
く
）
か
ら
フ
リ
ー
タ
ー
経
験
率
を
み
る

と
、
フ
リ
ー
タ
ー
を
経
験
す
る
確
率
は
、
二

〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
三
五

％
あ
ま
り
か
ら
五
割
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る

が
、
中
で
も
高
卒
以
下
の
学
歴
層
に
お
い
て

上
昇
し
た
。
乾
ほ
か
は
、
東
京
の
高
校
生
の

進
路
は
大
学
進
学
か
非
正
規
雇
用
に
分
化
し

た
と
表
現
し
て
い
る
（
乾
ほ
か
二
〇
〇
六
）

が
、
低
学
歴
だ
と
離
学
時
に
正
社
員
に
な
る

機
会
が
限
ら
れ
、
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
り
や
す

い
。そ

れ
で
は
い
っ
た
ん
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
っ

た
若
者
の
う
ち
、
ど
の
く
ら
い
が
正
社
員
に

転
換
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

フ
リ
ー
タ
ー
か
ら
正
社
員
へ
離
脱
し
よ
う

と
す
る
割
合
を
見
る
と
（
図
表
４
）、
年
齢

が
あ
が
る
に
つ
れ
て
フ
リ
ー
タ
ー
が
正
社
員

に
な
ろ
う
と
し
た
割
合
は
高
ま
っ
て
い
く
も

の
の
、
二
〇
代
後
半
で
も
七
割
に
届
い
て
お

ら
ず
、
二
〇
〇
一
年
の
水
準
に
比
べ
る
と
大

き
く
低
下
し
た（
３
）。
ま
た
正
社
員
に
な
ろ

う
と
し
た
者
の
う
ち
成
功
し
た
割
合
は
、
二

〇
代
前
半
で
半
数
強
に
と
ど
ま
っ
た
。
な
お

誰
が
フ
リ
ー
タ
ー
か
ら
抜
け
出
せ
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
し
た
傾
向

は
見
ら
れ
ず
、
フ
リ
ー
タ
ー
へ
の
滞
留
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
強
く
示
唆
さ
れ
る

結
果
と
な
っ
た
。

他
方
で
、
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
る
か

ど
う
か
は
学
歴
に
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
い
っ
た
ん
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
っ

図表３　離学直後と現在の正社員比率（性･年齢･学歴別）男性

資料出所：労働政策研究・研修機構（2006）

 高卒 大卒
2001 2006 2001 2006

男性 正社員定着 21 21.6 61 47.6 
正社員転職 17 11.5 12 10.1 
正社員から非典型 3 8.9 2 4.8 
正社員一時他形態 13 9.5 6 3.7 
非典型一貫 9 14.9 7 13.2 
他形態から正社員 24 16.9 8 11.6 
自営・家業 11 12.8 3 6.3 
失業･無業 1 3.4 0 2.6 
その他 1 0.7 1 0.0 
合計 100 100.0 100 100.0 

図表２　男性 25－ 29 歳層の移行類型

注：   2001 年はウエイトバックをしているため、実数および小数点以下は示していない
資料出所：堀（2007b）

正社員になろ
うとしたこと
がある

うち正社員に
なれた

20 ‒ 24 歳 45.9 50.5

25 ‒ 29 歳 67.3 68.8

図表４　フリーターからの離脱行動（男性）

注： 高卒超学歴は、高校以降の教育（大学・短大・専門学校）
を受けた経験があることを示す。

資料出所：労働政策研究・研修機構（2006）
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た
後
の
離
脱
に
対
す
る
学
歴
の
影
響
は
消
失

し
て
い
た
。
学
歴
の
効
果
が
フ
リ
ー
タ
ー
か

ら
正
社
員
へ
の
離
脱
で
は
消
失
す
る
と
い
う

の
は
、
安
定
し
た
就
業
へ
の
経
路
が
新
規
学

卒
時
に
限
ら
れ
る
と
い
う
、
日
本
の
労
働
市

場
の
特
質
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る

（
４
）。新規

学
卒
一
括
採
用
が
支
配
的
な
日
本
社

会
は
、
景
気
が
回
復
し
て
も
不
況
下
で
社
会

に
入
っ
て
い
っ
た
若
者
の
問
題
が
解
消
さ
れ

に
く
い
構
造
を
持
つ
。
本
稿
に
見
る
よ
う
に
、

仕
事
を
得
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
大
都
市

に
お
い
て
す
ら
、
フ
リ
ー
タ
ー
へ
の
滞
留
現

象
が
見
ら
れ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に

厳
し
い
状
況
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
も
あ

り
、
景
気
が
上
向
き
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
若

者
に
対
す
る
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

〔
注
〕

１ 

．
対
象
者
の
選
定
に
は
、
確
率
比
例
抽
出
法
に
基
づ
く

エ
リ
ア
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
な
っ
た
。
ま
ず
各
地
点
の

人
口
に
比
例
し
た
確
率
を
与
え
て
地
点
を
抽
出
し
、
抽

出
さ
れ
た
地
点
か
ら
、
母
集
団
の
構
成
比
と
標
本
が
同

じ
に
な
る
よ
う
に
同
数
の
対
象
者
を
抽
出
す
る
手
法
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
京
都
の
該
当
年
齢
の
若
者
が
ひ

と
つ
の
名
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
、
通
し
番

号
を
つ
け
た
と
仮
定
し
て
、
無
作
為
に
一
〇
〇
地
点
を

選
び
出
す
。
さ
ら
に
、
選
び
出
さ
れ
た
地
点
に
お
い
て

調
査
員
が
時
計
と
反
対
周
り
に
二
軒
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル

を
お
い
た
家
庭
を
訪
問
し
（
同
一
世
帯
か
ら
複
数
の
対

象
者
は
選
ば
れ
な
い
）、
現
地
に
て
調
査
へ
の
協
力
を

依
頼
し
、
協
力
が
得
ら
れ
る
ま
で
訪
問
を
続
け
、
性
別
・

年
齢
に
層
化
さ
れ
た
母
集
団
を
反
映
す
る
よ
う
に
（
本

調
査
の
場
合
に
は
性
別
と
一
八―

一
九
歳
層
、
二
〇
代

前
半
層
、
二
〇
代
後
半
層
に
層
化
さ
れ
て
い
る
）、
二

〇
標
本
を
抽
出
し
た
。
し
た
が
っ
て
回
収
率
は
測
定
さ

れ
な
い
。
な
お
、
二
〇
〇
一
年
に
実
施
し
た
「
第
一
回

若
者
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
調
査
」
は
第
二
回
調
査
と
基

本
的
に
は
同
様
の
手
法
で
あ
る
も
の
の
、
オ
ー
バ
ー
サ

ン
プ
リ
ン
グ
の
手
法
に
基
づ
き
、
正
社
員
一
〇
〇
〇
人
、

フ
リ
ー
タ
ー
一
〇
〇
〇
人
を
調
査
対
象
と
し
、
国
勢
調

査
と
就
業
構
造
基
本
調
査
（
九
七
年
）
の
実
際
の
出
現

率
に
あ
わ
せ
て
ウ
エ
イ
ト
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
第
一
回
調
査
は
正
社
員
率
が
高
く
出
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
内
訳
を
見
る
と
高
学
歴
者
が
多

い
こ
と
か
ら
、
第
二
回
調
査
と
の
比
較
の
際
に
は
、
年

齢
・
性
別
・
学
歴
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
る
。

２ 

．
大
阪
調
査
は
一
五―

三
四
歳
の
若
者
一
〇
〇
〇
〇
人

を
無
作
為
抽
出
し
、
郵
送
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

３ 

．
二
〇
〇
一
年
は
二
〇
代
前
半
が
六
四
％
、
二
〇
代
後

半
が
八
六
％
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
自
由
記
述
を
見
る
と
、

現
在
勤
務
し
て
い
る
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
正
社
員
に
な
り

た
い
な
ど
、
正
社
員
に
な
り
た
い
と
い
う
希
望
を
多
く

の
者
が
持
っ
て
い
が
、
実
際
に
は
行
動
が
顕
在
化
さ
れ

な
い
レ
ベ
ル
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

４ 

．
多
変
量
解
析
に
よ
る
。
竹
内
（
一
九
九
一
）
は
、
組

織
内
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
昇
進
の
分
析
を
通
じ
て
、
学

（
校
）
歴
は
初
期
の
選
抜
に
の
み
効
果
が
あ
る
こ
と
を

見
出
し
て
い
る
。
濱
中
・
苅
谷
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
学

歴
・
学
校
歴
は
初
職
だ
け
で
な
く
、
組
織
間
移
動
（
転

職
時
）
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
。

【
引
用
文
献
】

厚
生
労
働
省
二
〇
〇
六
『
労
働
経
済
白
書
』

堀
有
喜
衣
編
二
〇
〇
七a

『
フ
リ
ー
タ
ー
に
滞
留
す
る

若
者
た
ち
』
勁
草
書
房
．

堀
有
喜
衣
二
〇
〇
七b

「
教
育
か
ら
職
業
へ
の
移
行
に

お
け
る
『
格
差
』
形
成―

日
本
的
選
抜
の
趨
勢
と
支
援
」

『
教
育
社
会
学
研
究
』
第80

集
。

乾
彰
夫
・
東
京
都
立
大
学
グ
ル
ー
プ
二
〇
〇
六
『18

歳
の
今
を
生
き
抜
く
』
青
木
書
店

岩
木
秀
夫
二
〇
〇
六
「
非
正
規
就
業
問
題
へ
の
教
育
訓

練
政
策
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
雇
用
労
働
政
策
・
社
会
保
障
政
策

パ
ラ
ダ
イ
ム
に
関
す
る
一
考
察
」『
季
刊
：
社
会
保
障
研

究
』V

ol.42 N
o.2

日
本
労
働
研
究
機
構
二
〇
〇
一
『
大
都
市
の
若
者
の
就

業
行
動
と
意
識
』
調
査
研
究
報
告
書N

o.46

大
阪
市
市
民
局
市
民
生
活
振
興
部
二
〇
〇
七
『
若
年
者

の
雇
用
実
態
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
小
杉
礼
子
・
久
木
元
真

吾
・
堀
有
喜
衣
）
二
〇
〇
六
『
大
都
市
の
若
者
の
就
業
行

動
と
移
行
過
程
』
労
働
政
策
研
究
報
告
書N

o.72

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ほ
り
・
ゆ
き
え
／
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
人
材
育
成
部
門
研
究
員
。

担
当
テ
ー
マ
は
、「
学
校
か
ら
職
業
へ
の
移

行
」、「
若
者
支
援
」。
専
攻
は
教
育
社
会
学
。

近
年
の
主
な
成
果
と
し
て
、『
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
就
業
支
援
』（
共
編
著
、
勁
草
書
房
、
二
〇

〇
六
）、『
人
材
育
成
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
』（
共
編
著
、
労
働
新
聞
社
、
二
〇
〇

六
）、『
フ
リ
ー
タ
ー
に
滞
留
す
る
若
者
た

ち
』（
編
著
、
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
七
）
な
ど
。

ＪＩＬＰＴ 出版物のご案内
職場のトラブル解決の手引き［改訂版］ 
　～個別労働関係紛争判例集～
目　次　　0．労働関係法規の適用 

1．雇用関係の開始　
2．雇用関係の展開 
3．雇用関係の終了及び終了後 
4．均等待遇、労働者の人権、女性労働等 
5．非典型労働者・中高年労働者の就業 
6．外国人労働者 

野川忍［監修］
労働政策研究・研修機構［編］
定価：1，575円（税込み）
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